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　　 建築工事標準仕様書・同解説　JASS8　防水工事（日本建築学会）

　　 構造スリット施工管理マニュアル（建設業協会）

　　 構造スリット設計指針（日本建築構造技術者協会）

　　 建築工事標準仕様書・同解説　JASS5　鉄筋コンクリート工事（日本建築学会）

　　 建築物の遮音性能基準と設計指針（日本建築学会）

　　 鉄筋コンクリート構造計算基準・同解説（日本建築学会）

　　 2007年版建築物の構造関係技術基準解説書（日本建築センター）

　　 建築基準法・同施行令

３．共通設計仕様

　 ・本仕様書は、鉄筋コンクリート造、鉄骨鉄筋コンクリート造内、耐震スリット工事に適用する。

　 ・本仕様書に特記無き事項は、設計図書、設計者及び係員の指示による。

　　 高位の耐火仕様については、設計図書、設計者及び係員の指示による。

　　 スリット材の施工については、設計者及び係員の承諾を得る事。

２．準拠する規基準

１．適用範囲・特記事項

　　 　各項目の□部分を■チェック、（　　）部分に仕様、数値を記入

　　　                          □ スリット必要長さ（Ｌ）の１／１００

　　 ・スリットの位置は設計図に明記（ □ 伏図　　□ 軸組図 ）

　　　                          □ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　 ・破線部分等に壁スリットを用いる場合に適用する。

　　 ・厚さの決定　　　　　　 ：□ 層間変形角により決定

■ Ｎスリット

ＮＡタイプ：耐火・止水仕様(再生ブチル(3×15))

【耐火材】

セパレーター

シリケートウール

塩ビ

ポリスチレンフォーム
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外部側

柱

t

再生ブチル
(3×15)

内部側

振れ止めサック振れ止め筋
(防錆処理)

※施工時はコンクリートの側圧によるたわみを防ぐため、
　補強金具を使用すること。

　　　ｔ　　　　　　　　　　　： □ ２５　　□ ３０　　□ ３５　　□ ４０　　□ ５０

　　　耐火材　　　　　　　　　： ■ 要

１．鉛直完全スリット 施工手順

アルカリアース
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再生ブチル
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外部側

Ｎジョイント

振れ止めサック振れ止め筋

振れ止め筋

振れ止めサック

振れ止めサック

50mm程度
振れ止め筋

※振れ止め筋先端部に50mm程度中空を設けて
　振れ止めサックを被せる。

２．水平完全スリット 施工手順

【ＳＧスリット】ＳＧ(Ｂ)タイプの場合

　150mmピッチ以内で目地棒を固定する。

・長さ50mm以上(目地棒深さ25mmの場合)の

　丸釘で、下から100mm以内に1箇所、以降

・スリット際のセパレーターは、目地棒中心

　に1箇所、以降300mmピッチ以内で設置する。

　より200mm以内の位置で、下から150mm以内

・再生ブチルの両側のりけい紙を剥がす。 　固定した目地棒にスリットをはめ込む。

・再生ブチルが貼ってある方を外部側にして、

　ピースを貼り付ける。

・外部側上端部とジョイント部に再生ブチル

・ジョイントする場合はＮジョイントを塩ビ

　の溝に対角線に差し込む。

・セパレーターの位置に合わせ、補強金具を

　スリットの塩ビの溝に差し込み固定する。
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内部側

穴が開いている面を正面
に向けて取り付ける。

｢カチッ｣と音がするまで
はめ込む。

・設計図書に指定された径の振れ止め筋に振れ止めサックを被せ、設計図書に指定されたピッチ

　でスリットに差し込む。

・壁配筋等に結束線で固定する。
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【外部側詳細】

再生ブチル(3×15)

【ＳＧスリット】アクシスレベラーAir+ＳＧ(Ｂ)タイプの場合

・振れ止め筋を設計図書通りに設置する。

・目地棒を型枠に固定する。

・目地棒から15mm程度離れた箇所にＰ-１０１

　切り込みを入れる。

・スリットの振れ止め筋が位置する箇所に

振れ止め筋

水膨張性一液弾性

15mm程度

外部側内部側

振れ止め筋

・再生ブチルが外部側になるように設置する。

・振れ止め筋に養生サックを被せる。

・再生ブチルのりけい紙を剥がす。

※ジョイントする場合は耐火材が連続するよ

　う設置し、再生ブチルピースを貼り付ける。

養生サック

りけい紙
再生ブチル

外部側 内部側

・目地棒とアクシスレベラーAir【Ｒ－１】を無頭釘で、100mm以降200mmピッチ程度で型枠に

　固定し、アクシスレベラーAir【Ｒ－１】に【Ｒ－２】を差し込む。

・振れ止め筋を設計図書通りに設置する。

・再生ブチルキューブＬのりけい紙をすべて

　剥がし、鉛直スリットと取り合う箇所に

　再生ブチルキューブＬを設置する。

・コンクリートを打設し、型枠を解体する際

　に無頭釘と目地棒を外す。

・上階の型枠を設置する。

・アクシスレベラーAirの水返しから15mm程度

　切り込みを入れる。

・スリットの振れ止め筋が位置する箇所に

かん合部

エンドキャップ取り付け後

耐火材

外部側 内部側

再生ブチル

耐火材

外部側 内部側

再生ブチル

・再生ブチルが外部側になるように設置する。

・振れ止め筋に養生サックを被せる。

・再生ブチルのりけい紙を剥がす。

※ジョイントする場合は耐火材が連続するよ

　う設置し、再生ブチルピースを貼り付ける。

シーリングバックアップ材

　　　　　　　　　　　　　　　： □ 異形鉄筋　（ □ Ｄ１０　 □ Ｄ１３　　□（　　　））

　　　ピッチ　　　　　　　　　： □ ＠４００　　□ ＠（　　　　　）

　　　その他　　　　　　　　　： □（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

■ ＳＧスリット

片持ちスラブと接しない壁

アクシスレベラーAir+ＳＧ(Ｂ)タイプ

耐火・止水仕様(再生ブチル(3×15))耐火・止水仕様(再生ブチル(3×15))

片持ちスラブ付きの壁

ＳＧ(Ｂ)タイプ

　　　耐火材　　　　　　　　　： ■ 要

　　　　　　　　　　　　　　　： □ 異形鉄筋　（ □ Ｄ１０　 □ Ｄ１３　　□（　　　））

　　　その他　　　　　　　　　： □（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　ピッチ　　　　　　　　　： □ ＠４００　　□ ＠（　　　　　）

　　　振れ止め筋 ( Ｌ-５５０ )： □ 養生サック　（ □ Ｄ１０　 □ Ｄ１３ ）

※梁天端に増し打ちがない場合は梁の断面欠損と
　なるので、事前に要確認のこと。
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　　　推奨木製目地棒　　　　　： □ Ａタイプ：スリット厚さより狭い寸法の目地棒

　　　　　　　　　　　　　　　　 □ Ｂタイプ：スリット厚さと同じ外部(底辺)寸法の目地棒

ロックウール
【耐火材】

振れ止め筋
(防錆処理)

振れ止め筋
(防錆処理)

【耐火材】
ロックウール

　 【Ｎスリット】ＮＡタイプの場合(補強金具使用)

　返しの型枠を返す。

カタログVol.9改訂に伴う変更2021/09/16

４．鉛直完全スリット

５．水平完全スリット

　　　止水材　　　　　　　　　： □ 再生ブチル(3×15)　　□ 不要

　　　振れ止め筋 ( Ｌ-５５０ )： □ 振れ止めサック　（ □ Ｄ１０　 □ Ｄ１３ ）

　　　遮音性能　　　　　　　　： 同一条件下で製作したコンクリート壁のスリット有無による

　　　　　　　　　　　　　　　　 音響透過損失測定値の差は、2dB以下であることを確認した。

　　　ｔ　　　　　　　　　　　： □ １５　　□ ２０　　□ ２５　　□ ３０　　□（　　　）

　　　止水材　　　　　　　　　： □ 再生ブチル(3×15)　　□ 不要

　　　遮音性能　　　　　　　　： 同一条件下で製作したコンクリート壁のスリット有無による

　　　段差打継ぎ埋め込み材　　： □ アクシスレベラー　　□ ＭＴ　　□ 不要

　　　　　　　　　　　　　　　　 音響透過損失測定値の差は、2dB以下であることを確認した。

・手順[1]と同様に型枠に目地棒を固定し、

・アクシスレベラーAirの端部小口には、エンドキャップ【左】及び【右】を取り付けノロ止め

　とする。

(Ｐ－１０１Ａ)
シーラント(Ｐ－１０１Ａ)
水膨張性一液弾性

シーラント(Ｐ-１０１Ａ)

　Ａを塗布する

　離れた箇所にＰ-１０１Ａを塗布する。
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Ｒ－１

外部側型枠
【内部側】

エンドキャップ【右】

右側

左側

FL
▼

▼FL

接続部は突き付け
※突き付け箇所はテープ等で補強する

アクシスレベラーAir

エンドキャップ【左】

振れ止め筋
Ｐ-１
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水膨張性一液弾性
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エア抜き加工
(300mmピッチ)
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